
　

町
で
は
２
０
１
７
年
度
か
ら
、
登
録
モ
ニ

タ
ー
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
メ
ー
ル
配
信
す
る「
寒

川
町
ｅ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
制
度
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ｅ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ッ
ク
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
略
称
で
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
従
来
の
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
忙

し
く
て
時
間
が
無
い
な
ど
の
理
由
で
、
若
年
層

の
回
答
率
が
低
い
こ
と
が
町
の
課
題
で
し
た
。

郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
、
こ
の「
ｅ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
制
度
」を
併
用
す

る
こ
と
で
、
多
く
の
町
民
の
方
の
ご
意
見
を
収

集
・
分
析
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
７
月
か
ら
２
０
１
８
年
３
月

ま
で
に
実
施
し
た
６
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調

査
結
果
の
状
況
と
こ
の
制
度
に
参
加
し
た
ｅ

モ
ニ
タ
ー
の
感
想
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第6回「eマーケティングリサーチ制度に参加した
感想に関するアンケート」からeモニターの声（抜粋）

eマーケティングリサーチ
制度に参加しています

届け！私たちの声！

問広報戦略課　☎内線231
統計マーケティング担当　FAX（74）9141

自分以外の人の
考え方や意見が
わかって良い。
（99％）

この制度に参加
することは、町の
役に立てると思う。
（93.8％）

引き続き、
eモニターとしてこの
制度に参加したい。
（92.7％）

参加して
まちづくりへの
意識が高まった。
（81.3％）

町政へ手軽に
気軽に参加できる
制度だと思う。
（87.5％）

年代別登録者率

2018年3月1日現在　登録者数163名eモニター登録状況
男女年代別登録者率

女性男性男女比

10代  3.1％ 10代  3.6％ 10代  1.9％70代  3.6％ 70代  5.8％
60代  4.5％

70代  2.5％

20代
12.3％

30代
33.7％40代

27.6％

50代
10.4％

50代
11.7％ 60代

23.1％

40代
30.6％

30代
35.1％

30代
30.8％

40代
21.2％

50代
7.7％

20代
9.6％20代

13.5％

60代
10.4％

男性
31.9％

女性
68.1％

■各調査の回答状況
第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回

テーマ
eマーケティングリサ
ーチ制度に関するアン
ケート

災害に対する備えに関
するアンケート

広報リニューアルに関
するアンケート

公共施設に関するアン
ケート

暮らしに関するアンケ
ート

eマーケティングリサ
ーチ制度に参加した感
想に関するアンケート

目的 制度に参加する意識や
目的の把握

防災への意識啓発と求
められる対応の把握

新しくなった広報に求
めることの把握

公共施設の老朽化対策
や配置を計画的に進め
るため

町民が住み続け、移住
者から選ばれる町にな
るための魅力発掘

eモニターになる前と、
実際に制度に参加して
感じたことの比較

調査期間 2017年7月7日から
7月18日の12日間

2017年9月8日から
9月18日の11日間

2018年1月5日から
1月14日の10日間

2018年1月26日から
2月4日までの10日間

2018年2月16日から
2月25日までの10日間

2018年3月2日から
3月11日までの10日間

eモニター
登録数 130名 147名 159名 161名 161名 161名

回答数 110名 116名 111名 100名 99名 96名

回答率 84.6% 78.9% 69.8% 62.1% 61.5% 59.6%

※回答の構成比は、少数第2位を四捨五入しているため必ずしも100％にはなりません。

　
ほ
か
に
も
少
数
意
見
で
は
あ
り
ま
す
が「
結

果
を
焦
ら
ず
長
く
続
け
て
欲
し
い
。」「
知
り
合

い
に
も
勧
め
た
い
制
度
。」「
ま
ち
づ
く
り
に
反

映
さ
れ
た
か
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。」等
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
必
ず
所
管
課
へ
報
告
し
、
そ
の
他
す
べ
て
の

課
に
も
共
有
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
ｅ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
制
度

で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
が
増
え
れ
ば
ほ
か
の
調
査

結
果
の
デ
ー
タ
と
併
せ
て
分
析
し
、
町
政
に
反

映
し
て
い
き
ま
す
。
ご
意
見
を
反
映
し
た
事
例

は
必
ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
町
で
は
引
き
続
き
ｅ
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
率
直
な

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。　

　

詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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２
０
２
３
年
度
を
目
途
に
小
・
中
学
校
に
お

け
る
学
校
給
食
の
提
供
を
給
食
セ
ン
タ
ー
で
開

始
す
る
た
め
、
教
育
委
員
会
で
は
、
４
月
か
ら

教
育
施
設
・
給
食
課
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　
教
育
施
設
・
給
食
課
で
は
、
こ
れ
ま
で
学
校

教
育
課
が
所
管
し
て
い
た
学
校
給
食
業
務
と
、

教
育
総
務
課
が
所
管
し
て
い
た
教
育
施
設(

今

後
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
含
む)
の
維
持
・

管
理
お
よ
び
学
校
開
放
に
関
す
る
こ
と
を
所
管

教
育
委
員
会
組
織
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た

著　者：いせ ひでこ

出版社：理論社

　
　「わたしの本」。
　本を両手で優しく持ち、静かにそっとページをめくる
ことも、一語一句を暗唱できるくらい繰り返し何度も読
むことも、そのどちらも本への敬愛の心の表れからでは
ないでしょうか。フランス・パリの製本職人の仕事が1
人の少女の心を優しく導く作品です。

ルリユール
おじさん

寒川総合図書館発信

本棚のだ～なくんの
この本、知ってる？

本棚のだ〜なくん

問寒川総合図書館　☎（75）3615　FAX（75）3669

絵本

2月のコミュニティバス
1便当たりの平均乗車
人数をお知らせします

平日
 土曜日・休日

東ルート

平日
 土曜日・休日

倉見大村ルート

平日
 土曜日・休日

南ルート

定員
34人

10.0人
6.2人

定員
8人

6.5人
4.0人

定員
8人

3.1人
2.0人

問都市計画課　☎内線322
　 都市計画・開発指導担当　FAX（75）9906

コミュニティバスもくせい号

し
ま
す
。
教
育
施
設
整
備
な
ど
を
総
合
的
に
管

理
す
る
と
と
も
に
、
給
食
セ
ン
タ
ー
化
の
推
進

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課　
☎
内
線
５
１
３

総
務
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
５
）９
９
０
７

変　更　前

教 育 委 員 会 教 育 総 務 課

学 校 教 育 課

総 務 担 当

施 設 担 当

社 会 教 育 担 当

学 事 担 当

指導担当（給食業務含む）

教 育 研 究 室 担 当

教 育 委 員 会 教 育 総 務 課

学 校 教 育 課

教育施設･給食課

総 務 担 当

社 会 教 育 担 当

学 事 指 導 担 当

教育研究室担当

施 設 ･ 給 食 担 当

変　更　後
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応
募
資
格　
任
期
開
始
日
時
点
で
、
次
の
す
べ

て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

▼
町
に
１
年
以
上
在
住
か
在
勤
ま
た
は
在
学
の

満
20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

▼
町
の
ほ
か
の
審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ

と
・
選
任
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

▼
町
の
行
政
機
関
の
職
員
ま
た
は
町
議
会
議
員

で
な
い
こ
と

▼
同
一
の
審
議
会
等
の
公
募
委
員
を
２
期
続
け

て
務
め
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
職
を
退
い
て
か

ら
２
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

※
介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員
は
右
記
資
格
に

加
え
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

○
介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）

○
介
護
保
険
の
第
２
号
被
保
険
者（
40
歳
以
上
65

歳
未
満
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
）

○
要
介
護（
支
援
）認
定
を
受
け
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

申
し
込
み　
５
月
２
日（
水
）ま
で
に
各
担
当
課
、

各
公
民
館
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
あ
る
所

定
の
申
込
書
と
、
任
意
の
様
式
で
４
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
た｢

私
の
考
え｣

を
各
担
当
課
へ
郵

送
か
直
接
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル（
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）で（
締
め
切
り
日
必
着
）

選
考
方
法　
選
考
委
員
会
で
申
込
書
お
よ
び｢

私

の
考
え｣

に
よ
り
選
考
を
行
い
、
結
果
は
文
書
で

通
知
し
ま
す
。

■委員を募集する審議会等の詳細

名称 概要 任期 人数 年間開催
回数

報酬・
謝礼等

｢私の考え｣
テーマ 問い合わせ先

情報公開制度
運営審議会（兼）
個人情報保護
制度運営審議会

情報公開制度と個人情報保護制
度をより良いものにしていくた
めに制度の在り方や運用につい
て調査、審議

6月1日～
2021年
3月31日

1人
最低1回

（諮問に応じて
開催）

日額5,000円
情報の公開や個人情報
の保護について思うこ
と

総務課☎内線242
行政総務担当
FAX（74）9141

生活支援・
介護予防
サービス基盤
整備推進会議

日常生活で支援が必要な高齢者
への、さまざまなサービスの基
盤整備を推進するための協議

6月1日～
2019年
3月31日

1人 3、4回
程度

年額2,000円
相当の記念品

高齢者を支える地域の
つながり

高齢介護課☎内線135
介護保険担当
FAX（74）5613

まちづくり
推進会議

協働のまちづくりについて調
査、協議

6月1日～
2020年
6月30日

4人 3～5回 日額5,000円 あなたにとって開かれ
た町政とは

協働文化推進課☎内線272
協働担当　FAX（74）9141

寒川広域
リサイクル
センター
運営委員会

寒川広域リサイクルセンターの
運営等に関する提言、協議

6月1日～
2020年
3月31日

1人 2回程度 記念品 分別収集とリサイクル
について

寒川広域
リサイクルセンター
☎（74）5547
FAX（74）5568

介護保険
運営協議会

介護保険事業計画や地域包括支
援センター、地域密着型サービ
スについて調査、協議

6月1日～
2021年
3月31日

3人 4回程度 日額5,000円 私が考える介護予防
高齢介護課☎内線135
介護保険担当
FAX（74）5613

スポーツ推進
審議会

スポーツ施設・設備の整備、ス
ポーツ指導者・団体の養成、ス
ポーツ事業の実施などについて
調査、審議

6月1日～
2020年
3月31日

1人 4回程度 日額5,000円
寒川町におけるスポー
ツを取り巻く課題とそ
の解決策に向けて考え
ていること

健康・スポーツ課
☎内線266
スポーツ推進担当
FAX（74）9141

学校給食
センター
整備外部検討
委員会

学校給食センター整備内部検討
委員会で検討した事項につい
て、助言および提言

6月1日～
2020年
3月31日
（予定）

1人 3回程度 記念品 あなたにとって学校給
食とは

教育施設・給食課
☎内線523
施設・給食担当
FAX（75）9907

環境審議会
町環境基本計画の推進や見直
し、そのほか環境の保全および
創造に関する基本的事項および
重要事項の調査、審議

6月1日～
2019年
6月30日

1人 3回程度 日額5,000円 環境問題に関する私の
考えについて

環境課☎内線432
環境保全担当
FAX（74）1385

さむかわ元気
プラン推進
委員会

さむかわ元気プランの推進に関
する事項について調査、審議

7月31日～
2020年
7月30日

2人 2回程度 記念品 私にとっての健康
健康・スポーツ課
☎内線261健康づくり担当
FAX（74）9141

さむかわ男女
共同参画プラン
推進協議会

町の男女共同参画社会実現に必
要な施策等を調査、検討

6月1日～
2019年
3月31日

1人 3～5回 記念品
男も女も対等で、いきい
きと暮らせる社会をつく
るには何が必要ですか

協働文化推進課
☎内線274文化担当
FAX（74）9141

地域自立支援
協議会

相談支援体制の強化や障害者福
祉行政政策、障がい者福祉計画
に関する協議、調査研究等

7月1日～
2020年
6月30日

2人 5回程度 記念品
障がい者が安心して暮
らせるまちづくりにつ
いて

福祉課☎内線144
障がい福祉担当
FAX（74）5613

廃棄物減量化等
推進協議会

廃棄物問題について協議し、町
民相互の協力と減量化、資源化
などを推進

6月1日～
2020年
3月31日

3人 5回程度 記念品 町のごみ減量と資源化
について

環境課☎内線431
資源廃棄物担当
FAX（74）1385

審
議
会
等
の
委
員
を

募
集
し
ま
す

※報酬が日額5,000円の委員は、勤務時間が1日4時間以上の場合、日額8,700円となります。
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国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
学
生

で
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る｢

学
生

納
付
特
例
制
度｣

が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
人
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す

る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修

業
年
限
が
１
年
以
上
あ
る
課
程
）に
在
学
す
る
学

生
等
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で

計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

所
得
の
目
安　
１
１
８
万
円
＋（
扶
養
親
族
等
の

数
×
38
万
円
）

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間　
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で

申
し
込
み　
申
請
年
度
有
効
の
学
生
証（
コ
ピ
ー

可
、
有
効
期
限
が
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場

合
は
裏
面
の
コ
ピ
ー
も
必
要
）、
年
金
手
帳
、
認

印（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）を
持
っ
て

保
険
年
金
課
へ
直
接

▼
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定
の
場

合
、
４
月
初
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
届
き
ま
す
。

引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
希
望
の
場
合

は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
場
合
は
、
追
納
の
納
付
書
が
必
要

で
す
。
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書（
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）、
年
金
手
帳
、
印

鑑
を
持
っ
て
、
藤
沢
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
２
０
１
９
年
３
月
ま
で
の
保
険
料

は
、
月
額
１
万
６
３
４
０
円
で
す
。
保
険
料
の

納
付
期
限
は
翌
月
末
で
す
が
、
前
も
っ
て
一
括
で

納
め
る
と
割
引
に
な
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
前
納
用
の
納
付
書
で
、
１
年
間
分

を
４
月
末
ま
で
に
一
括
で
納
め
る
と
、
年
間
３

４
８
０
円
が
割
引
に
な
り
ま
す
。
年
度
途
中
で

も
前
納
で
き
る
期
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
割
引
制
度

■2018年4月中に申請する場合の期間と審査対象所得

申請できる期間 審査の対象となる所得

2015年度分 2016年3月 2014年中所得

2016年度分 2016年4月～2017年3月 2015年中所得

2017年度分 2017年4月～2018年3月 2016年中所得

2018年度分 2018年4月～2019年3月 2017年中所得

■
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課　
☎
内
線
１
２
４

年
金
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
４
）５
６
１
３

藤
沢
年
金
事
務
所　
☎
０
４
６
６（
５
０
）１
１

５
１

■
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課　
☎
内
線
１
２
４

年
金
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
４
）５
６
１
３

登録団体を紹介します「さむかわcコ ムom」

目的　パソコン・スマートフォン等の知識・技能の向上に関する事業を
行い、情報ネットワークを生かしたまちづくりに寄与する。
活動　町社会福祉協議会の支援と受講者の評価をいただきながら、2011
年より講師４名でボランティア活動をしている。誰でも気軽に参加できる
よう、1人ごとの解決したい課題を中心に、自治会等のグループ活動に携
わる人々に、名簿・スケジュール・会計簿・役割分担等の作成等の支援を
行っている。
※町民ボランティア団体等登録制度について、詳しくは、協働文化推進課
へお問い合わせください。
問協働文化推進課　☎内線272 協働担当　FAX（74）9141

〜町では、自治基本条例に定める自治の基本理念
「町民と町が協働するまちづくり」を推進しています〜

寒川町町民ボランティア団体等登録制度

※申請可能な過去期間は、申請書が受理された月から2年1ヵ月前までです。（すでに保険料が納付済の日を除く）
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■各担当課
口座振替できる科目 担当課、内線

▶町・県民税(特別徴収を除く)
▶軽自動車税
▶固定資産税・都市計画税

収納課☎内線414収納担当

▶保育料 保育・青少年課☎内線153保育担当

▶清掃手数料 環境課☎内線433資源廃棄物担当

▶国民健康保険料 保険年金課
☎内線127国保・高齢者医療担当▶後期高齢者医療保険料

▶介護保険料 高齢介護課☎内線136介護保険担当

　
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
を
実
施
す
る
団

体
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　
町
内
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
て
構
成
員

の
半
数
以
上
が
町
内
在
住
か
在
勤
ま
た
は
在
学

の
構
成
員
5
人
以
上
の
団
体

対
象
事
業　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

▼
地
域
の
子
育
て
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
の
立
ち
上
げ
に
伴
う
も
の

▼
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
創
意
工
夫
あ
る
取
り

　
里
帰
り
や
長
期
入
院
等
の
や
む
を
得
な
い
理

由
で
、
町
の
実
施
医
療
機
関
以
外
で
の
定
期
予

防
接
種
を
希
望
す
る
際
は
、
接
種
前
に
必
ず
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
所
定
の
手
続
き
に
よ
り
、

定
期
予
防
接
種
の
費
用
を
払
い
戻
し
ま
す（
上
限

あ
り
）。
詳
し
く
は
、
乳
幼
児
の
場
合
は
子
育
て

支
援
課
、
高
齢
者
の
場
合
は
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課　
☎
内
線
１
６
５

の
び
の
び
す
く
す
く
担
当　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
４
）５

６
１
３

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
課　
☎
内
線
２
６
１

健
康
づ
く
り
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
４
）９
１
４
１

　
口
座
振
替
を
利
用
す
る
場
合
、
金
融
機
関
の

窓
口
か
、
町
役
場
の
担
当
課
窓
口
で
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
分
は
町
役
場（
窓
口
）

で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

用
意
す
る
も
の　
預（
貯
）金
通
帳
、
口
座
の
届

け
出
印
鑑
、
町
か
ら
の
納
入
通
知
書
等

口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関　
さ
が
み
農
業
協

同
組
合
、
静
岡
中
央
銀
行
、
横
浜
銀
行
、
湘
南

信
用
金
庫
、
平
塚
信
用
金
庫
、
み
ず
ほ
銀
行
、

三
井
住
友
銀
行
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
神
奈
川

銀
行
、
ス
ル
ガ
銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
中
央
労

働
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
口
座
振
替
の
開
始
時
期
は
、
各
担
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
子
育
て
環
境
づ
く
り

支
援
事
業
補
助
金

4
月
か
ら
定
期
予
防
接
種
の

償
還
払
い
制
度
を
開
始
し
ま
す

税
金
や
保
険
料
な
ど
の
支
払
い
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

組
み
で
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
力
を
育
み
、

き
め
細
か
な
子
育
て
支
援
活
動
を
推
進
す
る

も
の

補
助
額　
１
年
度
に
つ
き
30
万
円
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課　
☎
内
線
１
６
１

子
ど
も
家
庭
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
４)

５
６
１
３

自動で
引き落とされて
便利だね!
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☎町役場 0467（74）1111

　
１
月
10
日
、
寒
川
神
社
参
集
殿
で
町
技
能
者

表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
中
小
企
業
に
勤
務

す
る
人
で
永
く
同
一
業
種
に
従
事
し
、
技
能
、

技
術
の
錬
磨
お
よ
び
後
進
の
育
成
等
そ
の
職

種
の
向
上
発
展
に
寄
与
し
た
人
を
表
彰
し
ま

し
た
。

　
併
せ
て
、
町
商
工
会
が
主
催
す
る
優
良
小
売
店

舗
と
優
良
従
業
員
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者（
敬
称
略
）

▼
技
能
功
労
者

・
小
川
博
可（
調
理
師
）

・
加
茂
早
苗（
理
容
師
）

・
椎
谷
敏
行（
建
築
大
工
）

▼
優
秀
技
能
者

・
阿
部
晃
寿（
衛
生
師
）

・
郡
司
英
幸（
建
築
大
工
）

・
髙
橋
晃
一（
調
理
師
）

・
登
利
屋
朱
美（
衛
生
師
）

・
野
中
正
博（
衛
生
師
）

・
濵
田
能
弘（
自
動
車
整
備
士
）

・
古
屋
豊（
造
園
師
）

・
三
堀
清
廣（
建
築
大
工
）

▼
優
良
小
売
店
舗

・
明
治
牛
乳
岡
田
販
売
所
サ
ン
ド
ー
レ
岡
田
店

・
つ
る
っ
ぱ
げ

・
レ
ッ
ド
フ
ォ
ッ
ク
ス

▼
優
良
従
業
員

・
乙
部
桂
子（
村
田
商
事
株
式
会
社
）

〜
優
れ
た
技
能
が
町
を
支
え
て
い
ま
す
〜

町
技
能
者
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

・
落
合
裕
治（
有
限
会
社
オ
カ
モ
ト
ガ
レ
ー
ジ
）

・
鏑
木
祐
二（
相
模
開
発
株
式
会
社
）

・
片
野
浩
二（
株
式
会
社
湘
南
推
進
工
業
）

・
今
村
真（
社
会
福
祉
法
人
吉
祥
会
寒
川
ホ
ー
ム
）

・
佐
野
雅
美（
有
限
会
社
二
木
工
務
店
）

■
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課　
☎
内
線
７
６
３

商
工
労
政
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
４
）２
８
３
３

　

２
０
１
７
年
度
み
ん
な
の
協
働
事
業
提
案
制

度
モ
デ
ル
事
業
の
実
績
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
。
各
協
働
事
業
提
案
団
体
が
実
施
事
業
の
実

績
報
告
を
公
開
で
行
い
ま
す
。

日
時　

４
月
24
日（
火
）午
後
1
時
30
分
か
ら

（
午
後
1
時
受
け
付
け
開
始
）

場
所　
町
民
セ
ン
タ
ー

定
員　
20
人（
先
着
順
） 

事
業
内
容

▼
さ
む
か
わ
広
域
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
遊
歩

道
緑
地
花
壇
整
備
事
業（
さ
む
か
わ
広
域
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
遊
歩
道
緑
地
花
壇
）

▼
野
良
猫
を
捕
獲
し
て
、
不
妊
去
勢
手
術
を
し
て
、

元
の
場
所
に
戻
す
活
動（
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
）及お

よ

び
子
猫

み
ん
な
の
協
働
事
業
提
案
制
度
モ
デ
ル

事
業
実
績
報
告
会

の
保
護
と
里
親
制
度
の
活
用（
寒
川
ネ
コ
の
会
）

▼
川
と
の
ふ
れ
あ
い
公
園
花
壇
等
の
整
備
お
よ
び

維
持
管
理（
川
と
の
ふ
れ
あ
い
公
園
花
壇
の
会
）

▼
町
の
樹
木
再
生
に
よ
る
水
と
緑
の
自
然
溢
れ

る
さ
む
か
わ
創
生
活
動（
住
み
よ
い
町
・
さ
む

か
わ
に
す
る
会
）

▼
子
ど
も
未
来
塾
～
生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も

へ
の｢

学
習
支
援
事
業｣

～（
住
み
よ
い
町
・
さ

む
か
わ
に
す
る
会
）

▼
青
色
回
転
灯
装
着
車
両
に
よ
る
防
犯
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
事
業（
小
谷
地
域
防
犯
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
）

■
問
い
合
わ
せ
先

協
働
文
化
推
進
課　
☎
内
線
２
７
１

協
働
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
４
）９
１
４
１

求めます

不用物品の
有効利用

譲ります
▶ベビー歩行器
▶温風ヒーター
▶ベビーカー
▶ダイニングテーブル
▶ベビーチェア
▶座いす

▶サイドボード
▶五月人形
▶子ども用学習机
　(組み立て式)
▶寒川中学校制服
　(男子用)

▶電子ピアノ
▶二層式洗濯機
▶寒川さくら幼稚園
　制服(男児用）

▶大人用自転車
▶百人一首かるた
▶額縁

問町民窓口課　☎内線254　町民相談担当　FAX（74）2833

町のホームページにも掲載しています。
詳しくはお問い合わせください

2018年
3月14日現在
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楽しいイベントや記憶に残る
出来事を写真で紹介します。

町農畜産物立毛
共進会褒賞授与式寒川キャンドル

プロジェクト2018

町消防団団員
感謝状授与

2

13
3

11

3

13

　2017年度に開催された10品目の各農産物の生育状況や栽培
技術などを審査する農畜産物立毛共進会の褒賞授与式が開催さ
れました。各部門の優等賞受賞者は次のとおりです。

※10品目のうちの1品目については優等
賞の選出はありませんでした。

　寒川キャンドルプロジェクト2018が開催されま
した。東日本大震災を忘れないために寒川駅前公園
で3.11寒川キャンドルプロジェクト2018が開催さ
れました。来場者はキャンドルを灯し、東日本大震
災で被害にあった人々や被災地に思いをはせるとと
もに、防災・減災の大切さを学んでいました。

　消防団員が東日本旅客鉄道(株)から感謝状を授与されまし
た。大雪が降った1月22日にJR相模線の踏切内でトラックが脱
輪し、立ち往生していたところを町消防団団員の3人が駆けつ
け、自家用車で牽引し、トラックの救出を行いました。相模線
の早期運転の再開に寄与したということで東日本旅客鉄道(株)
から感謝状が授与されました。

優等賞受賞者（敬称略）
▶マスクメロン	 吉田光晴（宮山）
▶枝豆	 相田　孝（田端）
▶梨	 金子共秀（宮山）
▶鉢物	 谷澤正勝（宮山）
▶促成いちご	 杉崎保明（宮山）
▶ほうれん草	 三留利男（岡田）
▶小松菜	 木内敏夫（田端）
▶カーネーション	 福岡美浩（宮山）
▶スイートピー	 佐藤正宏（倉見）

被表彰者　寒川町消防団員第2分団（一之宮分団）
・大嵩久敬さん
・吉田悟朗さん
・入澤武治さん
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